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・追実習を受けようとする学生は、「授業欠席届」と「欠席理由を明らかにする証明書類」を当該科

目の実習終了後５日以内に学務課に提出する。

・所定の手続きにより教務委員会で認められた場合、各科目１回限り実習することができる。

・追実習は原則として履修登録した年度内の全実習終了後、実習施設との調整可能な期間に実施す

る。ただし、調整が不可能な場合は次年度に実施する。

・追実習の期間および日程、内容は当該科目欠席日数および学習状況により決定する。

・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。

・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

（追実習）

臨地実習における追実習とは、「大学が認める特段の理由による欠席」等により、やむを得ず実習

を欠席した場合、当該科目を修得するために行う実習をいいます。

・再実習は、履修登録した当該年度内に行うことはできない。

・当該年度内に単位が修得できなかった実習科目は、次年度に再履修登録を行い実習に臨まなければ

ならない。

・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。

・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

（再実習）

臨地実習における再実習とは、不合格（ 点未満）となった実習科目について当該科目を修得する

ために行う実習をいいます。

Ⅱ １ 栄養学科の臨地実習（先修条件）

１）実習の先修条件

臨地実習に係る科目を履修するためには、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科目があ

り、『先修条件』として次のとおり細則で定めています。

臨地実習を受講する際は、各実習のオリエンテーションでの説明をよく聞いて臨んでください。臨地

実習先（病院や施設など）や時期は、科目によって異なります。

科 目
先修条件

単位を修得しなければならない科目

給食経営管理論実習Ⅱ（３年次前期）
給食経営管理論Ⅰ（１年次後期）

給食経営管理論Ⅱ（２年次前期）

給食経営管理論実習Ⅰ（２年次後期）

公衆栄養学実習Ⅱ（４年次通年）
公衆栄養学Ⅰ（３年次前期）

公衆栄養学Ⅱ（３年次後期）

公衆栄養学実習Ⅰ（３年次後期）

給食経営管理論実習Ⅲ（４年次通年） 給食経営管理論実習Ⅱ（３年次前期）

臨床栄養学実習Ⅳ（４年次通年）

臨床栄養学実習Ⅴ（４年次通年）

臨床栄養学Ⅰ（２年次後期）

臨床栄養学Ⅱ（３年次前期）

臨床栄養学実習Ⅰ（３年次前期）

臨床栄養学Ⅲ（３年次後期）

臨床栄養学実習Ⅱ（３年次後期）

給食経営管理論実習Ⅱ（３年次前期）

２）臨地実習における追実習と再実習について
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Ⅱ ２ 栄養学科の卒業要件・進級要件

１）卒業要件

４年以上在学し、卒業に必要な単位数を修得していることが必要です。

科目区分 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目 小計

必修単位 単位 単位 単位 単位

選択単位 単位以上 ４単位以上 ７単位以上 単位以上

選択必修単位

※ ― ―

「給食経営管理論実習Ⅲ」

または「公衆栄養学実習Ⅱ」の

どちらか１単位を選択必修

科目として修得すること

１単位

小 計 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

合 計 単位以上

※選択必修科目として修得した科目は選択科目には振り替えられないので、注意すること。

２）進級要件

上級学年に進級するためには、次の要件を満たしていることが必要です。

●２年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

１年以上 ― ― ―

●３年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

２年以上

２年次までに配当

されている必修科目

単位

選択科目

８単位以上

２年次までに配当されている必修科目

単位以上

●４年次進級

在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

３年以上 ―
３年次までに配当されている必修科目

単位以上

※編入生については、「４年次進級要件」は対象外になります。
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Ⅱ ３ 栄養学科の資格の取得

１）栄養士免許

本学の保健医療学部栄養学科を卒業した者は、栄養士免許を取得できます。

（１）免許証申請手続きの流れ（ ４年次に申請手続きを行います。）

時期（予定） 内 容

月 栄養士免許申請書類の提出・点検

２月 卒業判定会議で卒業の認定

３月 北海道（庁）から栄養士免許証を受理

３月 卒業式で栄養士免許証を交付

（２）免許申請について

免許の申請は、大学が一括で行います。

２）管理栄養士国家試験受験資格

本学の保健医療学部栄養学科を卒業した者は、管理栄養士の国家試験受験資格を取得することができます。

（１）国家試験申請手続きの流れ（ ４年次に申請手続きを行います。）

時期（予定） 内 容

月 国家試験ガイダンスの実施

月 大学から願書を一括提出

２月 卒業判定会議で卒業の認定

３月 管理栄養士国家試験

３月 国家試験合格発表

（２）免許申請について

国家試験合格後の免許の申請は、各自で手続きすることになります。
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３）栄養教諭一種免許状

私たち人間は、食物を摂取し、「栄養」という営みに役立つ食物の成分を体内に取り入れて生命を維持して

います。したがって、健康的に生きるためには、食生活で「栄養」に有用な食物成分を摂取することが不可欠

です。しかし、近年、食生活の乱れが顕在化し、児童・生徒においても偏った食物成分の摂取による肥満や痩

身が増加などの問題が生じ、家庭だけではなく、学校や地域においても健全な食習慣を身につけるための食育

を推進していく必要性が高まり、 年に栄養教諭制度が創設されました。

栄養教諭とは、学校 小学校・中学校・特別支援学校等）において、食育を推進する重要な役割を担う教諭

で、「教育に関する資質」と「栄養に関する専門性」を併せ持ち、学校給食を生きた教材として活用し、効果

的な教育を行うことが期待されています。

栄養教諭の職務内容には、「食に関する指導」と「学校給食の管理」があります。「食に関する指導」と

は、①児童生徒への個別的な相談指導、②児童生徒への教科・特別活動等における教育指導、③食に関する

教育指導の連携・調整です。「学校給食の管理」とは、①学校給食に関する基本計画の策定への参画、②栄

養管理（基準に適した献立の作成、③衛生管理（点検、指導等）、④学校給食の検食、検査用保存食の管理、

⑤使用食材料の選定、購入、保管等、⑥調理従事者への指導等が示されています。

所定の手続きを経た上で、必要な科目の単位を修得して、本学の保健医療学部栄養学科を卒業した者は、

「栄養教諭一種免許状」を取得できます。免許状取得に必要な科目と単位数は、別表１のとおりです。
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【 年度以降入学生対象】
別表 栄養教諭一種免許状取得に必要な科目及び単位数

栄養に係る教育に関する科目（４単位）

教職に関する科目（ 単位）

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目 各科目に含める必要事項 単位数 授業科目

単位数及び教職にお

ける必修・選択の別

必修 選択

教育の基礎的理

解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

８

教育原理 １  

教職の意義及び教育の役割・職務内容（チーム

学校運営への対応を含む。）
教職概論 ２

 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応を

含む。）

教育制度論 １

 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過

程
教育心理学 ２

 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に

対する理解
特別支援教育概論 １

 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。）
教育課程論 １

 

道徳、総合的な

学習の時間等の

内容及び生徒指

導、教育相談等

に関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関す

る内容

６

道徳教育論 １  

特別活動・総合的

学習指導論
１

 

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用

を含む。）
教育方法論 １

 

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 １  

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知

識を含む。）の理論及び方法
教育相談論 ２

 

教育実践に関す

る科目

栄養教育実習 ２

栄養教育実習事前

・事後指導
１

 

栄養教育実習 １  

教職実践演習 ２ 教職実践演習 ２  

教員免許法施行規則第 条の６に定める科目（８単位）

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

各科目に含める必要事項 単位数 授業科目

単位数及び教職にお

ける必修・選択の別

必修 選択

日本国憲法 ２ 法と人権 ２  

体育 ２
スポーツ理論 １  

スポーツ科学と運動 １  

外国語コミュニケーション ２
英語Ⅰ（基礎） １  

英語Ⅱ（会話） １  

情報機器の操作 ２
情報処理 １  

情報リテラシー １  

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

各科目に含める必要事項 単位数 授業科目

単位数及び教職にお

ける必修・選択の別

必修 選択

栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

食生活に関する歴史的及び文化的事項 ４
食生活論 ２

 

食に関する指導の方法に関する事項 食育指導論 ２  
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４）食品衛生管理者・食品衛生監視員（任用資格）

本学の保健医療学部栄養学科を「有機化学」の単位を修得し卒業した者は、食品衛生管理者、食

品衛生監視員の任用資格を取得することができます。

食品衛生管理者は、食品衛生法第 条の規定により、製造又は加工の過程において特に衛生上の

考慮を必要とする食品又は添加物であって、食品衛生法施工令で定めるものの製造又は加工を行う

営業者は、その製造又は加工を衛生的に管理させるため、その施設ごとに、専任の食品衛生管理者

を置かなければならないことになっています。営業者は、本任用資格者を食品衛生管理者として置

き、 日以内に都道府県知事（保健所）に届け出を行います。

なお、食品衛生監視員は公務員で、国家公務員の場合は、輸入食品の安全監視および指導（輸入

食品監視業務）、輸入食品等に係る微生物検査と理化学検査（検査業務）、検疫感染症の国内への

侵入防止（検疫衛生業務）などの業務に従事します。

地方公務員の場合は、保健所等に勤務し、飲食店等の営業施設の許可事務と監視および指導、食

品検査、食品に関する苦情や相談への対応などを行います。

北海道の場合は、「食品衛生監視等の業務に従事する管理栄養士」など、職種で募集を行ってい

ます。年度によって採用募集方法の変更が生じますので北海道のＨＰで確認してください。
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総修得可能単位数

食品衛生管理者・監視員に係る資格取得指定科目一覧表

食品衛生法施行規則 別表第十四（第五十条関係）

学 科 科 目 本学履修科目
単 位 数 開講

年次必修 選択

化学関係
有機化学 有機化学  ２ １

無機化学 基礎化学 ２  １

生物化学関係

生物化学

生化学Ⅰ ２  １

生化学Ⅱ ２  ２

生化学実験 １  ２

食品化学

食品科学Ⅰ ２  １

食品科学Ⅱ ２  １

食品科学実験Ⅰ １  １

食品科学実験Ⅱ １  ３

微生物関係 微生物学
微生物学 ２  １

微生物学実験 １  １

公衆衛生学関係

公衆衛生学
公衆衛生学 ２  ２

公衆衛生学実習 １  ２

食品衛生学
食品衛生学 ２  ２

食品衛生学実験 １  ２

 合計単位数 ２ －

食品衛生法施行規則 別表第十五（第五十条関係）

学 科 科 目 本学履修科目
単 位 数 開講

年次必修 選択

その他の関連科目

病理学 病理学 ２  ２

産業医学 健康管理概論 ２  ２

栄養化学 臨床栄養学Ⅱ ２  ３

栄養学

基礎栄養学 ２  １

基礎栄養学実験 １  ２

応用栄養学Ⅰ ２  ２

応用栄養学Ⅱ ２  ２

応用栄養学Ⅲ ２  ３

応用栄養学実習 １  ３

衛生管理学

給食経営管理論Ⅰ ２  ２

給食経営管理論Ⅱ ２  ２

給食経営管理論実習Ⅰ １  ２

 合計単位数 ０ －
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Ⅱ ４ 教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

年度入学生 栄養学科
科⽬区分 授業科⽬の名称

授業
形態

単位数 開講年次・時間数 栄養教諭
⼀種免許

取得希望者
卒業必要単位数年 年 年 年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎
教
育
科
⽬

学習と思考⼒

学びの理解 講義          

【基礎教育科⽬】
必修科⽬ 単位

選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

論理的思考 講義          

情報処理 演習         ●
統計分析法 演習          

情報リテラシー 演習         ●
⽣物学 講義          

基礎化学 講義          

⾔語と表現⼒

英語Ⅰ(基礎 演習         ●
英語Ⅱ(会話 演習         ●
英語Ⅲ(読解 演習          

英語Ⅳ(総合 演習          

表現技法Ⅰ(読解・分析 演習          

表現技法Ⅱ(討議・発表 演習          

⼈間と社会

⼼理学 講義          

倫理学 講義          

⽣態学 講義          

スポーツ科学と運動 演習         ●
スポーツ理論 講義         ●
地域社会⽂化論 講義          

社会貢献と活動 演習          

⽣活環境論 講義          

現代社会論 講義          

国際社会論 講義          

法と⼈権 講義         ●
教育学 講義          

⽂学と⼈間 講義          

⼩ 計 （ 科⽬）          

専
⾨
基
礎
科
⽬

社会・環境と健康

⽣涯発達論 講義          

【専⾨基礎科⽬】
必修科⽬ 単位

選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

⼈間関係論 講義          

⽣命倫理 講義          

医療概論 講義          

健康管理概論 講義          

公衆衛⽣学 講義          

公衆衛⽣学実習 実習          

保健医療福祉⾏政論Ⅰ 講義          

保健医療福祉⾏政論Ⅱ 講義          

⼈体の構造と機能
及び疾病の成り⽴ち

形態機能学Ⅰ 講義          

形態機能学Ⅱ 講義          

形態機能学実習Ⅰ 実習          

形態機能学実習Ⅱ 実習          

有機化学 講義          

病理学 講義          

微⽣物学 講義          

微⽣物学実験 実験          

⽣化学Ⅰ 講義          

⽣化学Ⅱ 講義          

⽣化学実験 実験          

病態診療学Ⅰ 講義          

病態診療学Ⅱ 講義          

⾷べ物と健康

⾷品科学Ⅰ 講義          

⾷品科学Ⅱ 講義          

⾷品科学Ⅲ 講義          

⾷品科学実験Ⅰ 実験          

⾷品科学実験Ⅱ 実験          

⾷品機能学 講義          

⾷品衛⽣学 講義          

⾷品衛⽣学実験 実験          

調理学 講義          

調理学実習Ⅰ 実習          

調理学実習Ⅱ 実習          

⼩ 計 （ 科⽬）          
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教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

年度入学生 栄養学科

科⽬区分 授業科⽬の名称
授業
形態

単位数 開講年次・時間数 栄養教諭
⼀種免許

取得希望者
卒業必要単位数年 年 年 年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠論 講義          

【専⾨科⽬】
必修科⽬ 単位

選択必修科⽬
「給⾷経営管理論実習Ⅲ」

または
「公衆栄養学実習Ⅱ」
のうち 単位を含む
選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

管理栄養⼠総合演習 演習         

基礎栄養学 基礎栄養学 講義          

基礎栄養学実験 実験          

応⽤栄養学

応⽤栄養学Ⅰ 講義          

応⽤栄養学Ⅱ 講義          

応⽤栄養学Ⅲ 講義          

応⽤栄養学実習 実習          

免疫と栄養 講義          

スポーツ栄養学 講義          

栄養教育論

栄養教育論Ⅰ 講義          

栄養教育論Ⅱ 講義          

栄養教育論Ⅲ 講義          

栄養教育論実習 実習          

栄養カウンセリング演習 演習          

⾷⽣活論 講義         ●
⾷育指導論 講義         ●

臨床栄養学

臨床栄養学Ⅰ 講義          

臨床栄養学Ⅱ 講義          

臨床栄養学Ⅲ 講義          

臨床栄養学Ⅳ 講義          

臨床栄養学実習Ⅰ 実習          

臨床栄養学実習Ⅱ 実習          

臨床栄養学実習Ⅲ 実習          

公衆栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義          

公衆栄養学Ⅱ 講義          

公衆栄養学実習Ⅰ 実習          

地域栄養活動演習 演習          

国際栄養学 講義          

給⾷経営管理論
給⾷経営管理論Ⅰ 講義          

給⾷経営管理論Ⅱ 講義          

給⾷経営管理論実習Ⅰ 実習          

総合演習 総合演習Ⅰ 演習          

総合演習Ⅱ 演習          

統合科⽬ 英語⽂献講読演習 演習          

卒業研究 演習         

臨地実習

給⾷経営管理論実習Ⅱ 実習          

給⾷経営管理論実習Ⅲ 実習  △1        

公衆栄養学実習Ⅱ 実習  △1        

臨床栄養学実習Ⅳ 実習         

臨床栄養学実習Ⅴ 実習         

⼩ 計 （ 科⽬）          

合 計 （ 科⽬）          合計 単位以上

栄養教諭⼀種免許取得に必
要な科⽬

教職概論 講義         ●  

教育原理 講義         ●
教育制度論 講義         ●
教育課程論 講義         ●
教育⽅法論 講義         ●
道徳教育論 講義         ●
特別活動論 講義         ●
⽣徒指導論 講義         ●
教育⼼理学 講義         ●
教育相談論 講義         ●
栄養教育実習事前・事後指導 実習        ●
栄養教育実習 演習        ●
教職実践演習 演習         ●

合 計 （ 科⽬）           
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Ⅱ ４ 教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

・ 年度入学生 栄養学科
科⽬区分 授業科⽬の名称

授業
形態

単位数 開講年次・時間数 栄養教諭
⼀種免許

取得希望者
卒業必要単位数年 年 年 年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎
教
育
科
⽬

学習と思考⼒

学びの理解 講義          

【基礎教育科⽬】
必修科⽬ 単位

選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

論理的思考 講義          

情報処理 演習         ●
統計分析法 演習          

情報リテラシー 演習         ●
⽣物学 講義          

基礎化学 講義          

⾔語と表現⼒

英語Ⅰ(基礎 演習         ●
英語Ⅱ(会話 演習         ●
英語Ⅲ(読解 演習          

英語Ⅳ(総合 演習          

表現技法Ⅰ(読解・分析 演習          

表現技法Ⅱ(討議・発表 演習          

⼈間と社会

⼼理学 講義          

倫理学 講義          

⽣態学 講義          

スポーツ科学と運動 演習         ●
スポーツ理論 講義         ●
地域社会⽂化論 講義          

社会貢献と活動 演習          

⽣活環境論 講義          

現代社会論 講義          

国際社会論 講義          

法と⼈権 講義         ●
教育学 講義          

⽂学と⼈間 講義          

⼩ 計 （ 科⽬）          

専
⾨
基
礎
科
⽬

社会・環境と健康

⽣涯発達論 講義          

【専⾨基礎科⽬】
必修科⽬ 単位

選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

⼈間関係論 講義          

⽣命倫理 講義          

医療概論 講義          

健康管理概論 講義          

公衆衛⽣学 講義          

公衆衛⽣学実習 実習          

保健医療福祉⾏政論Ⅰ 講義          

保健医療福祉⾏政論Ⅱ 講義          

⼈体の構造と機能
及び疾病の成り⽴ち

形態機能学Ⅰ 講義          

形態機能学Ⅱ 講義          

形態機能学実習Ⅰ 実習          

形態機能学実習Ⅱ 実習          

有機化学 講義          

病理学 講義          

微⽣物学 講義          

微⽣物学実験 実験          

⽣化学Ⅰ 講義          

⽣化学Ⅱ 講義          

⽣化学実験 実験          

病態診療学Ⅰ 講義          

病態診療学Ⅱ 講義          

⾷べ物と健康

⾷品科学Ⅰ 講義          

⾷品科学Ⅱ 講義          

⾷品科学Ⅲ 講義          

⾷品科学実験Ⅰ 実験          

⾷品科学実験Ⅱ 実験          

⾷品機能学 講義          

⾷品衛⽣学 講義          

⾷品衛⽣学実験 実験          

調理学 講義          

調理学実習Ⅰ 実習          

調理学実習Ⅱ 実習          

⼩ 計 （ 科⽬）          
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教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

・ 年度入学生 栄養学科

科⽬区分 授業科⽬の名称
授業
形態

単位数 開講年次・時間数 栄養教諭
⼀種免許

取得希望者
卒業必要単位数年 年 年 年

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠論 講義          

【専⾨科⽬】
必修科⽬ 単位

選択必修科⽬
「給⾷経営管理論実習Ⅲ」

または
「公衆栄養学実習Ⅱ」
のうち 単位を含む
選択科⽬ 単位以上

計 単位以上修得

管理栄養⼠総合演習 演習         

基礎栄養学 基礎栄養学 講義          

基礎栄養学実験 実験          

応⽤栄養学

応⽤栄養学Ⅰ 講義          

応⽤栄養学Ⅱ 講義          

応⽤栄養学Ⅲ 講義          

応⽤栄養学実習 実習          

免疫と栄養 講義          

スポーツ栄養学 講義          

栄養教育論

栄養教育論Ⅰ 講義          

栄養教育論Ⅱ 講義          

栄養教育論Ⅲ 講義          

栄養教育論実習 実習          

栄養カウンセリング演習 演習          

⾷⽣活論 講義         ●
⾷育指導論 講義         ●

臨床栄養学

臨床栄養学Ⅰ 講義          

臨床栄養学Ⅱ 講義          

臨床栄養学Ⅲ 講義          

臨床栄養学Ⅳ 講義          

臨床栄養学実習Ⅰ 実習          

臨床栄養学実習Ⅱ 実習          

臨床栄養学実習Ⅲ 実習          

公衆栄養学

公衆栄養学Ⅰ 講義          

公衆栄養学Ⅱ 講義          

公衆栄養学実習Ⅰ 実習          

地域栄養活動演習 演習          

国際栄養学 講義          

給⾷経営管理論
給⾷経営管理論Ⅰ 講義          

給⾷経営管理論Ⅱ 講義          

給⾷経営管理論実習Ⅰ 実習          

総合演習 総合演習Ⅰ 演習          

総合演習Ⅱ 演習          

統合科⽬ 英語⽂献講読演習 演習          

卒業研究 演習         

臨地実習

給⾷経営管理論実習Ⅱ 実習          

給⾷経営管理論実習Ⅲ 実習  △1        

公衆栄養学実習Ⅱ 実習  △1        

臨床栄養学実習Ⅳ 実習         

臨床栄養学実習Ⅴ 実習         

⼩ 計 （ 科⽬）          

合 計 （ 科⽬）          合計 単位以上

栄養教諭⼀種免許取得に必
要な科⽬

教職概論 講義         ●  

教育原理 講義         ●
教育制度論 講義         ●
教育課程論 講義         ●
教育⽅法論 講義         ●
道徳教育論 講義         ●
特別活動・総合的学習指導論 講義         ●
⽣徒指導論 講義         ●
特別⽀援教育概論 講義         ●
教育⼼理学 講義         ●
教育相談論 講義         ●
栄養教育実習事前・事後指導 実習        ●
栄養教育実習 実習        ●
教職実践演習 演習         ●

合 計 （ 科⽬）           
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Ⅱ ５ 科目配置表
年度入学生 栄養学科

区 分 １年次 ２年次
前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

基
礎
教
育

基
礎
教
育
科
⽬

 学びの理解 統計分析法     
 論理的思考 情報リテラシー ＊
学習と思考⼒ 情報処理 ＊   

 ⽣物学   

 基礎化学   

⾔語と表現⼒ 英語Ⅰ(基礎 ＊ 英語Ⅱ(会話 ＊ 英語Ⅲ(読解   
表現技法Ⅰ(読解・分析 表現技法Ⅱ(討議・発表   

 ⼼理学 スポーツ科学と運動 ＊ 社会貢献と活動 教育学

⼈間と社会 倫理学
⽣態学

スポーツ理論
地域社会⽂化論

＊ ⽣活環境論
現代社会論

  

   法と⼈権 ＊     

⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬
（内選択科⽬計） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
教
育

専
⾨
基
礎
科
⽬

 ⽣涯発達論   ⽣命倫理 健康管理概論
社会・環境 ⼈間関係論 医療概論 公衆衛⽣学実習

と健康   公衆衛⽣学   

⼈体の構造と
機能及び疾病の

成り⽴ち

形態機能学Ⅰ
有機化学

形態機能学Ⅱ
微⽣物学
微⽣物学実験
⽣化学Ⅰ

形態機能学実習Ⅰ
病理学
⽣化学Ⅱ
⽣化学実験

形態機能学実習Ⅱ
病態診療学Ⅰ

 ⾷品科学Ⅰ ⾷品科学Ⅱ ⾷品衛⽣学 ⾷品科学Ⅲ
⾷べ物と健康 調理学 ⾷品科学実験Ⅰ ⾷品衛⽣学実験   

 調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅱ     

⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬
（内選択科⽬計） （選択 科⽬）  （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠論       

基礎栄養学   基礎栄養学 基礎栄養学実験   

     応⽤栄養学Ⅰ 応⽤栄養学Ⅱ
応⽤栄養学     

     栄養教育論Ⅰ 栄養教育論Ⅱ
栄養教育論     

臨床栄養学       臨床栄養学Ⅰ

公衆栄養学         

給⾷経営管理論   給⾷経営管理論Ⅰ 給⾷経営管理論Ⅱ 給⾷経営管理論実習Ⅰ
総合演習         

統合科⽬         

臨地実習

        

 ⼩ 計
（内選択科⽬計）

科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

  合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

栄養教諭⼀種免許所得
申請に必要な科⽬

教職概論 教育原理
教育制度論

教育課程論
教育⽅法論
道徳教育論

特別活動論
⽣徒指導論

  合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

 単位数の（数字）は選択科⽬、その他は必修科⽬である。
 選択科⽬のうち、「※」の給⾷経営管理論実習Ⅲと公衆栄養学実習Ⅱは選択必修科⽬である。
 通年科⽬の単位数は該当年次の後期に単位数が記載されている。（通年科⽬の前期の単位数には数字を記載せず、必修は「−」、選択は「（ ）」を記載して

いる。）
 「＊」科⽬は、栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬にも該当
 １年次科⽬「栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬ 科⽬）」と、 年次後期科⽬「情報リテラシ−」は、 年次の教職課程履修者においては履修が可能。
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科目配置表

区 分 ３年次 年次 単位計
（内選択計）前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

基
礎
教
育

基
礎
教
育
科
⽬

学習と思考⼒

        

（選択 ）

⾔語と表現⼒
      英語Ⅳ(総合

（選択 ）

⼈間と社会

      国際社会論
⽂学と⼈間

（選択 ）

⼩ 計
   科⽬

（選択 科⽬） （選択 ）

専
⾨
教
育

専
⾨
基
礎
科
⽬

社会・環境と健康

  保健医療福祉⾏政論 保健医療福祉⾏政論   

（選択 ）

⼈体の構造と
機能及び疾病の

成り⽴ち

病態診療学Ⅱ       

（選択 ）

⾷べ物と健康
⾷品科学実験Ⅱ   ⾷品機能学   

（選択 ）

⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬
（選択 科⽬）

 

（選択 ）

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論     管理栄養⼠総合演習 − 管理栄養⼠総合演習
基礎栄養学         

応⽤栄養学
応⽤栄養学Ⅲ 応⽤栄養学実習

免疫と栄養
スポーツ栄養学

    

（選択 ）

栄養教育論
栄養教育論Ⅲ
栄養カウンセリング演習
⾷⽣活論 ＊

栄養教育論実習
⾷育指導論 ＊

    

（選択 ）

臨床栄養学 臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ

  

公衆栄養学 公衆栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ

地域栄養活動演習 国際栄養学
（選択 ）

給⾷経営管理論         

総合演習 総合演習Ⅰ   総合演習Ⅱ   

統合科⽬
  英語⽂献講読演習 卒業研究 （ ） 卒業研究

（選択 ）

臨地実習

給⾷経営管理論実習Ⅱ   給⾷経営管理論実習Ⅲ
公衆栄養学実習Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

（ ）※
（ ）※
−

（ ）

給⾷経営管理論実習Ⅲ
公衆栄養学実習Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

※
※

（選択 ）
⼩ 計

（内選択科⽬計）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬） （選択 ）

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）

栄養教諭⼀種免許所得
申請に必要な科⽬

教育⼼理学 教育相談論 栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習

（ ）
（ ）

栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習 （選択 ）

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬

科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）
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Ⅱ ５ 科目配置表
・ 年度入学生 栄養学科

区 分 １年次 ２年次
前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

基
礎
教
育

基
礎
教
育
科
⽬

学びの理解 統計分析法
論理的思考 情報リテラシー ＊

学習と思考⼒ 情報処理 ＊  

 ⽣物学
 基礎化学

⾔語と表現⼒ 英語Ⅰ(基礎 ＊ 英語Ⅱ(会話 ＊ 英語Ⅲ(読解
表現技法Ⅰ(読解・分析 表現技法Ⅱ(討議・発表

 ⼼理学 スポーツ科学と運動 ＊ 社会貢献と活動 教育学

⼈間と社会 倫理学
⽣態学

スポーツ理論
地域社会⽂化論

＊ ⽣活環境論
現代社会論

法と⼈権 ＊
⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

（内選択科⽬計） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
教
育

専
⾨
基
礎
科
⽬

⽣涯発達論 ⽣命倫理 健康管理概論
社会・環境 ⼈間関係論 医療概論 公衆衛⽣学実習

と健康 公衆衛⽣学

⼈体の構造と
機能及び疾病の

成り⽴ち

形態機能学Ⅰ
有機化学

形態機能学Ⅱ
微⽣物学
微⽣物学実験
⽣化学Ⅰ

形態機能学実習Ⅰ
病理学
⽣化学Ⅱ
⽣化学実験

形態機能学実習Ⅱ
病態診療学Ⅰ

⾷品科学Ⅰ ⾷品科学Ⅱ ⾷品衛⽣学 ⾷品科学Ⅲ
⾷べ物と健康 調理学 ⾷品科学実験Ⅰ ⾷品衛⽣学実験

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅱ
⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

（内選択科⽬計） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠論
基礎栄養学 基礎栄養学 基礎栄養学実験

応⽤栄養学Ⅰ 応⽤栄養学Ⅱ
応⽤栄養学

栄養教育論Ⅰ 栄養教育論Ⅱ
栄養教育論

臨床栄養学 臨床栄養学Ⅰ

公衆栄養学

給⾷経営管理論 給⾷経営管理論Ⅰ 給⾷経営管理論Ⅱ 給⾷経営管理論実習Ⅰ
総合演習

統合科⽬

臨地実習

⼩ 計
（内選択科⽬計）

科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

栄養教諭⼀種免許所得
申請に必要な科⽬

教職概論 教育原理
教育制度論

教育課程論
教育⽅法論
道徳教育論

特別活動・総合的学習指導論
⽣徒指導論
特別⽀援教育概論

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

単位数の（数字）は選択科⽬、その他は必修科⽬である。
選択科⽬のうち、「※」の給⾷経営管理論実習Ⅲと公衆栄養学実習Ⅱは選択必修科⽬である。
通年科⽬の単位数は該当年次の後期に単位数が記載されている。（通年科⽬の前期の単位数には数字を記載せず、必修は「−」、選択は「（ ）」を記載して

いる。）
「＊」科⽬は、栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬にも該当
１年次科⽬「栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬ 科⽬）」と、 年次後期科⽬「情報リテラシ−」は、 年次の教職課程履修者においては履修が可能。
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Ⅱ ５ 科目配置表
・ 年度入学生 栄養学科

区 分 １年次 ２年次
前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

基
礎
教
育

基
礎
教
育
科
⽬

学びの理解 統計分析法
論理的思考 情報リテラシー ＊

学習と思考⼒ 情報処理 ＊  

 ⽣物学
 基礎化学

⾔語と表現⼒ 英語Ⅰ(基礎 ＊ 英語Ⅱ(会話 ＊ 英語Ⅲ(読解
表現技法Ⅰ(読解・分析 表現技法Ⅱ(討議・発表

 ⼼理学 スポーツ科学と運動 ＊ 社会貢献と活動 教育学

⼈間と社会 倫理学
⽣態学

スポーツ理論
地域社会⽂化論

＊ ⽣活環境論
現代社会論

法と⼈権 ＊
⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

（内選択科⽬計） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
教
育

専
⾨
基
礎
科
⽬

⽣涯発達論 ⽣命倫理 健康管理概論
社会・環境 ⼈間関係論 医療概論 公衆衛⽣学実習

と健康 公衆衛⽣学

⼈体の構造と
機能及び疾病の

成り⽴ち

形態機能学Ⅰ
有機化学

形態機能学Ⅱ
微⽣物学
微⽣物学実験
⽣化学Ⅰ

形態機能学実習Ⅰ
病理学
⽣化学Ⅱ
⽣化学実験

形態機能学実習Ⅱ
病態診療学Ⅰ

⾷品科学Ⅰ ⾷品科学Ⅱ ⾷品衛⽣学 ⾷品科学Ⅲ
⾷べ物と健康 調理学 ⾷品科学実験Ⅰ ⾷品衛⽣学実験

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅱ
⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

（内選択科⽬計） （選択 科⽬） （選択 科⽬） （選択 科⽬）

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠論
基礎栄養学 基礎栄養学 基礎栄養学実験

応⽤栄養学Ⅰ 応⽤栄養学Ⅱ
応⽤栄養学

栄養教育論Ⅰ 栄養教育論Ⅱ
栄養教育論

臨床栄養学 臨床栄養学Ⅰ

公衆栄養学

給⾷経営管理論 給⾷経営管理論Ⅰ 給⾷経営管理論Ⅱ 給⾷経営管理論実習Ⅰ
総合演習

統合科⽬

臨地実習

⼩ 計
（内選択科⽬計）

科⽬ 科⽬ 科⽬ 科⽬

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

栄養教諭⼀種免許所得
申請に必要な科⽬

教職概論 教育原理
教育制度論

教育課程論
教育⽅法論
道徳教育論

特別活動・総合的学習指導論
⽣徒指導論
特別⽀援教育概論

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

単位数の（数字）は選択科⽬、その他は必修科⽬である。
選択科⽬のうち、「※」の給⾷経営管理論実習Ⅲと公衆栄養学実習Ⅱは選択必修科⽬である。
通年科⽬の単位数は該当年次の後期に単位数が記載されている。（通年科⽬の前期の単位数には数字を記載せず、必修は「−」、選択は「（ ）」を記載して

いる。）
「＊」科⽬は、栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬にも該当
１年次科⽬「栄養教諭⼀種免許取得申請に必要な科⽬ 科⽬）」と、 年次後期科⽬「情報リテラシ−」は、 年次の教職課程履修者においては履修が可能。

科目配置表

区 分 ３年次 年次 単位計
（内選択計）前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

基
礎
教
育

基
礎
教
育
科
⽬

学習と思考⼒

（選択 ）

⾔語と表現⼒ 英語Ⅳ(総合
（選択 ）

⼈間と社会

国際社会論
⽂学と⼈間

（選択 ）

⼩ 計 科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）

専
⾨
教
育

専
⾨
基
礎
科
⽬

社会・環境と健康

保健医療福祉⾏政論 保健医療福祉⾏政論

（選択 ）

⼈体の構造と
機能及び疾病の

成り⽴ち

病態診療学Ⅱ

（選択 ）

⾷べ物と健康
⾷品科学実験Ⅱ ⾷品機能学

（選択 ）

⼩ 計 科⽬ 科⽬ 科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）

専
⾨
科
⽬

管理栄養⼠論 管理栄養⼠総合演習 − 管理栄養⼠総合演習
基礎栄養学

応⽤栄養学
応⽤栄養学Ⅲ 応⽤栄養学実習

免疫と栄養
スポーツ栄養学 （選択 ）

栄養教育論
栄養教育論Ⅲ
栄養カウンセリング演習
⾷⽣活論 ＊

栄養教育論実習
⾷育指導論 ＊

（選択 ）

臨床栄養学 臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ

公衆栄養学 公衆栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ

地域栄養活動演習 国際栄養学
（選択 ）

給⾷経営管理論
総合演習 総合演習Ⅰ 総合演習Ⅱ

統合科⽬ 英語⽂献講読演習 卒業研究 （ ） 卒業研究
（選択 ）

臨地実習

給⾷経営管理論実習Ⅱ 給⾷経営管理論実習Ⅲ
公衆栄養学実習Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

（ ）※
（ ）※
−

（ ）

給⾷経営管理論実習Ⅲ
公衆栄養学実習Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

※
※

（選択 ）
⼩ 計

（内選択科⽬計）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬）
科⽬

（選択 科⽬） （選択 ）

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）

栄養教諭⼀種免許所得
申請に必要な科⽬

教育⼼理学 教育相談論 栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習

（ ）
（ ）

栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習 （選択 ）

合 計 科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬）

科⽬
（選択 科⽬

科⽬
（選択 科⽬） （選択 ）
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Ⅱ ６ オフィスアワー

教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。

面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。

未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））

①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。

②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））

 オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。

 アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。

（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

基礎看護学

分野

教授

（学長）

ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ

大日向 輝美
月～金 ②

基礎教育

分野

教授
ｽｴﾐﾂ ｱﾂｵ

末光 厚夫
月～金 ②

教授
ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子
月～金 ②

専門基礎

教育分野
教授

ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕
火 以外 ②

基礎看護学

分野

准教授
ｼｭﾄﾞｳ  ｴﾘｶ  

首藤  英里香
月～金 ②

講師
ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ

園田 典子
月～金 ②

講師
ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ

本吉 明美
月～金 ②

助教
ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ

横山 桂子
月～金 ②

成人看護学

分野

教授
ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ

藤井 瑞恵
月～金 ②

准教授
ｵﾉ ﾖｼｱｷ

小野 善昭
月～金 ②

講師
ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ

伊藤 円
月～金 ②

講師
ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ

加藤 剛寿
月～金 ②

助教
ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ

池野 航平
月～金 ②

助教
ｲﾏｲｽﾞﾐ ﾘｴ

今泉 里絵
月～金 ②

高齢者

看護学分野

教授
ﾊｯﾄﾘ

服部 ユカリ
月～金 ②

准教授
ﾅｶﾀ ﾏｲ

中田 真依
月～金 ②

助教
ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ

中武 延
月～金 ②
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Ⅱ ６ オフィスアワー

教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。

面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。

未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））

①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。

②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））

オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。

アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。

（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

基礎看護学

分野

教授

（学長）

ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ

大日向 輝美
月～金 ②

基礎教育

分野

教授
ｽｴﾐﾂ ｱﾂｵ

末光 厚夫
月～金 ②

教授
ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子
月～金 ②

専門基礎

教育分野
教授

ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕
火 以外 ②

基礎看護学

分野

准教授
ｼｭﾄﾞｳ ｴﾘｶ

首藤 恵里香
月～金 ②

講師
ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ

園田 典子
月～金 ②

講師
ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ

本吉 明美
月～金 ②

助教
ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ

横山 桂子
月～金 ②

成人看護学

分野

教授
ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ

藤井 瑞恵
月～金 ②

准教授
ｵﾉ ﾖｼｱｷ

小野 善昭
月～金 ②

講師
ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ

伊藤 円
月～金 ②

講師
ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ

加藤 剛寿
月～金 ②

助教
ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ

池野 航平
月～金 ②

助教
ｲﾏｲｽﾞﾐ ﾘｴ

今泉 里絵
月～金 ②

高齢者

看護学分野

教授
ﾊｯﾄﾘ

服部 ユカリ
月～金 ②

准教授
ﾅｶﾀ ﾏｲ

中田 真依
月～金 ②

助教
ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ

中武 延
月～金 ②

オフィスアワー

看看護護学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

母性看護学

分野

教授
ｻｲﾄｳ ｻｶｴ

齋藤 早香枝
月～金 ②

准教授
ｻﾜﾀﾞ ﾕｳﾐ

澤田 優美
月～金 ②

教授
ﾉｻﾞｷ ﾕｷｺ

野崎 由希子
月～金 ②

小児看護学

分野

教授
ｶﾜｻｷ ｶｽﾞｺ

河崎 和子
月

： ～

：

助教
ｻｻｷ

佐々木 めぐみ
月～金 ②

精神看護学

分野

准教授
ﾊﾗﾀﾞ ﾕｶ

原田 由香
月～金 ②

助教
ﾀｶﾊｼ ﾏｻｷ

高橋 正樹
月～金 ②

総合看護学

分野

教授
ｷﾂﾞ ﾕﾐｺ

木津 由美子
月

： ～

：

講師
ﾖｼﾀﾞ ﾕｳｺ

吉田 祐子
月～金 ②

地域看護学

分野

教授
ｺﾝﾄﾞｳ ｱｷﾖ

近藤 明代
月～金 ②

准教授
ｱﾝﾄﾞｳﾞ ﾖｳｺ

安藤 陽子
月～金 ②

准教授
ﾀｹｻﾞﾜ  ﾁﾋﾛ  

武澤  千尋
月～金 ②

講師
ｵｶﾞﾜ ｶﾂｺ

小川 克子
月～金 ②

講師
ｶﾜｸﾞﾁ ｹｲｼﾞ

川口 桂嗣
水

： ～

：

講師
ｻｸﾅﾐ ｱｷｺ

作並 亜紀子
月～金 ②
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オフィスアワー

栄栄養養学学科科

分野 職位 氏名 曜日 時間帯
面談

方式
メールアドレス 研究室

社会・環境

と健康
教授

ﾊﾏｵｶ ﾅｵﾋﾛ

濱岡 直裕
月～木 ②

人体の構造

と機能及び

疾病の成り

立ち

教授
ﾁﾊﾞ ﾋﾄｼ

千葉 仁志
月～金 ②

准教授
ｷﾝﾀｶ ﾕｳﾘ

金髙 有里
月～金 ②

講師
ﾂｸｲ ﾀｶﾕｷ

津久井 隆行
月～金 ②

食べ物と

健康

教授
ｲﾀｶﾞｷ ﾔｽﾊﾙ

板垣 康治
月～金 ②

教授
ｻｶﾓﾄ ﾒｸﾞﾐ

坂本 恵
月～金 ②

基礎栄養学 准教授
ﾏﾂｶﾜ ﾉﾘｺ

松川 典子
月～金 ②

応用栄養学 講師
ｲﾜﾍﾞ ﾏｲｺ

岩部 万衣子
月～金 ②

栄養教育論 教授
ﾓﾓｾ

百々瀬 いづみ
月～金 ②

臨床栄養学

教授
ｵｶﾓﾄ ﾄﾓｺ

岡本 智子
月～金 ②

講師
ｳｼﾞｹ ｼﾉ

氏家 志乃
月～金 ②

公衆栄養学 准教授
ﾂﾁﾓﾄ ｺｳｼﾞ

槌本 浩司
月～金 ②

給食経営管

理論

教授
ﾔﾏﾍﾞ ｼｭｳｺ

山部 秀子
月～金 ②

講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ

渡辺 いつみ
月～金 ②

教職課程

教授
ｱﾝﾈﾝ ﾔｽﾏｻ

安念 保昌
月～金 ②

教授
ｶﾄｳ ﾀｶｼ

加藤 隆
月～金 ②

助教
ｱﾋﾞｺ ﾋﾛﾐ

安彦 裕実
月～金 ②

助教
ﾑﾗｵ ｻﾄ

村尾 咲音
月～金 ②

助教
ﾖﾈﾀ ﾐｵ

米田 実央
月～金 ②

助手
ﾋﾀﾞ ﾏﾕﾐ

樋田 真弓
月～金 ②

助手
ｵｻﾍﾞ ﾀｲｺ

長部 泰子
月～金 ②
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